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前回に続き、今回は予防管理のお話をしたい
と思います。
・予防管理って具体的にはどうするんですか？

まずは検査です。
むし歯と歯周病の検査を中心に普段の生活習

慣や糖尿病など全身疾患のリスクも加味してい
きます。

一言でむし歯といっても人によって（むし歯
の）原因は様々。だから「まず検査をして、その
人のことを徹底的に調べる」ということがもの凄
く重要なんです。

でもちゃんと調べて、その人に合った対策を
打てば、「むし歯や歯周病はほぼ予防できる」ん
です。
「これが歯科のすごく特別なところ」です。
例えば心臓病とか、高血圧とか、癌とかって予

防するのは物凄く難しいじゃないですか。普段
の食事に気を付けて、日頃から運動を欠かさず、
とか言いますけどそれをやったからって確実に
予防できるわけじゃないでしょう。

でも「歯はある意味簡単」なんです。
「予防管理型の歯科医院に通って、指導さえ受

けていればほぼ予防することができる」んです。

・夢のような話に聞こえますが？
そう思いますよね。でもこういう取り組みを

国レベルで行なって実現しているところがある
んですよ。

それが「北欧のフィンランド」なんです。

「1970年頃から歯の予防に国家予算を投入し
て取り組んだ」んですね。そしたらなんと、今で
は「80歳のお年寄りの歯が平均で26本も残って
いる」んです。日本の最新の統計では「（日本で
は）80歳の歯は平均13本」ですからね。

フィンランドって凄くないですか。あっちの
お年寄りは入れ歯って何ですか？　っていう世
界なんですよ。

なのにフィンランドでは「１日に平均0.9回」
しか歯を磨きません。それしか歯を磨かないの
にそんな目標が達成できちゃうんです。つまり
元々の「予防の力が凄くて、口の中にむし歯菌が
いない」そして「歯周病菌がいない」という状態
がキープできているので、歯を磨かなくてもちゃ
んと歯が残っているんです。

そしてフィンランドでは寝たきりの老人はほ
とんどいません。つまり皆死ぬまでピンピンし
ている、そんな元気な老人がいっぱいいる国な
んです。

その結果フィンランドでは「１人当たりの生
涯医療費（つまり一生のうち医療にかかるお金）
が予防を始める前の３分の１」になってしまっ
た。その結果、お金がかからないで「元気な老後
を過ごせる」そんな夢みたいなことがフィンラ
ンドでは現実になっているんです。

同じ人間なんだから「フィンランド人にでき
て（我々）日本人にできないはずがない」んです。

次回は具体的にインプラント治療についてお
話しします。
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